
 ある漫画作家が、自身のアカウン
トに車を運転中に横断歩道で小学
生に停止して道を譲ったところ、帽

子をとってお辞儀をしたことに感心したエピソードを紹介した。それを
めぐってSNSで議論が巻き起こったそうだ。４万件の「いいね」が寄せ
られ、その行為に賛同する投稿が寄せられたそうだが、同じくらいの反
対意見もあったそうだ。
　賛成派の意見は、ありがとうという気持ちをあらわすのはコミュニ
ケーションのひとつであり、何かしてもらったら感謝することは当たり
前のこと、とのこと。一方、反対派の趣旨としては、当たり前のことにい
ちいちお礼をする必要はないという考え方らしい。

　私見としては、賛成派である。謝意を表すということは大切なことで
あり、した方もされた方も清々しい気持ちになるのではと思うし、お礼
を言われて不愉快になる人はいないだろう。
 今の世の中、返事もしない、あいさつもしない、お礼も言わない、など
コミュニケーション不足がよく言われる。人と人の距離が遠くなってい
るように感じる。それは決して子供だけの話ではなく、むしろ大人の方
が顕著なのかもしれない。そういう世の中だからこそ、こういうささや
かな事の積み重ねが大切ではないだろうか。
　そもそも、横断歩道に歩行者がいるのに止まらない車が多いからこ
そ、子供なりにお礼を言わなければと思ったのだろう。皆さんは、ちゃ
んと止まってますか？ちゃんとお礼を言ってますか？（K.M）

再編前（略称)
・佐賀地区労福協　・神埼地区労福協　・鳥栖三養基地区労福協
・杵島武雄地区労福協　・藤津鹿島地区労福協　・小城多久地区労福協
・唐津東松浦地区労福協　・伊万里地区労福協　・有田地区労福協

違 い 馬 頭違 い 馬 頭

地区労福協の再編地区労福協の再編
　県労福協と地区労福協の持続可能な福祉運動を目的として、2025年4月1日より地区労福協の再編を実施すること
となり、事務局体制についても専従者（事務局長）を配置してのスタートとなります。

再編後（略称)
東部地区労福協
南部地区労福協
北部地区労福協

　佐賀県労福協は県内勤労者とそのご家族の生活支援を目的に、社会保険労務士による無料年金相談会を毎月
1回開催しています。年金制度は複雑で、ひとそれぞれに内容が異なることから、公的年金に関することを社会保
険労務士より親切・丁寧に説明します。ぜひこの機会にご相談ください。

無料年金相談会日程（4月より相談時間帯拡大）無料年金相談会日程（4月より相談時間帯拡大）

社会保険労務士による無料年金相談会開催日程（要予約）社会保険労務士による無料年金相談会開催日程（要予約） 予約はこちらから→予約はこちらから→

2025年4月10日（木）16時～19時 ※2025年5月以降も開催します

●再編前後の組織エリア

※連合佐賀地域協議会の組織エリアが、再編後の地区労福協の組織エリアとなります。

※連合佐賀の各地域協議会事務所と兼用となります。

地区労福協（略称)

東部地区労福協

南部地区労福協

北部地区労福協

所在地
〒840-0804
佐賀市神野東四丁目7番3号
〒843-0022
武雄市武雄町武雄4628-4　山共野間ビル１階
〒849-4282
伊万里市東山代町里359-4

電話番号

0952(33)3803

0954(23)1817

0955(20)2135

事務局長

永石　　亀
　
田栗　多佳子

小笠原 浩幸

●再編後の地区労福協事務局
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　2025年１月２5日(土)佐賀市「ホテル マリターレ創世」において、佐賀県労福協「第40回文
化講演会」を開催しました。講師に薩摩琵琶鶴田流奏者の北原香菜子氏を招き「“これ”で道は
ひらく－琵琶を通して気付いたこと－」という演題で、112名の方々に聴講いただきました。
　北原香菜子氏は、早稲田大学入学時に薩摩琵琶と出会い、大学卒業後の2006年には「く
まもと全国邦楽コンクール」で全部門総合1位を受賞。現在は、稽古場「さつま琵琶かなこ堂」
を拠点に、古典曲からオリジナル曲まで、国内外で演奏活動中です。
　今回の講演では、日本の伝統芸能である琵琶を通して気付いたこととして「自分自身が興
味や関心がない事をやってほしい。やってみれば新しい景色がみえてくる」と経験談を語って
いただきました。また、労福協のオリジナル曲（労福協ロックンロール）を作っていただき、労福
協の歴史を演奏していただきました。琵琶の生演奏を初めて聴く聴講者も多く、想像以上の美しい音に感動されていまし
た。聴講された方々も大変満足いただけた講演会となりました。

　2月15日（土）に、西九州大学短期大学部の調理教室において、「親子料理教室」を開催し、23名の親子に参加いただ
きました。
　西九州大学短期大学部の西川征子教授のご指導によ
り、創作パンとカラフルカップケーキ作りに挑戦しました。創
作パンは、生地作りから焼き上げ後のデコレーションまでの
作業を親子で協力しながら行ない、親子ともに笑顔で過ご
せる時間となりました。次年度も親子を対象とした「料理教
室」を企画する予定です。是非ご参加ください。

佐賀県労福協「第40回文化講演会」開催

佐賀県労福協「親子料理教室」開催

　佐賀地区労働者福祉協議会（労福協）は、2024年12月8日午前10時から自治労会館会議室で「ガーデニング教室」
を開催しました。講師には第一園芸センターの田中店長を迎え、約60人の参加者が集まり、季節の花の育て方について
学びました。教室では、四季折々の花の特性や栽培のポイントが説明されました。特に、冬の寒さに強い花の選び方や、水
やりのコツ、土づくりの重要性について、田中店長が実演を交えながら詳しく解説しました。参加者はメモを取ったり、質
問をしたりしながら熱心に聞き入っていました。
　また、花を長く楽しむための管理方法や、害虫対策についても具体的なアド
バイスがあり、初心者から経験者まで幅広い層の参加者にとって有意義な時
間となりました。参加者の一人は「これまで自己流で育てていたが、プロの話
を聞いて花の手入れの大切さがよく分かった」と満足そうに話していました。
　地区労福協では、地域の労働者やその家族の福祉向上を目的に、今後もこ
うした講座を継続的に開催する予定です。ガーデニングに関心のある人々に
とって、貴重な学びの場となることが期待されます。

佐賀地区労福協活動報告「～季節の花の育て方を学ぶ～」

　労福協では県内勤労者とその家族の生活支援を
目的に、弁護士による無料法律相談会を毎月1回日
曜日に開催しています。4月以降の日程は記載の通
りとなりますので、多重債務、相続、奨学金、生活全
般の困りごとなど法律問題でお困りの方は、一人で
悩まずぜひこの機会にご相談ください。

０１２０-９３１-５３６
第１49回  2025年4月13日（日）13時～16時
第１50回  2025年5月11日（日）13時～16時

＊2025年6月以降も開催します。

無料法律相談会日程無料法律相談会日程

弁護士による無料法律相談会開催日程弁護士による無料法律相談会開催日程（要予約）
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社会貢献預金“こども未来応援定期”のご案内社会貢献預金“こども未来応援定期”のご案内
　九州ろうきんは福祉金融機関として働く仲間と連携し、未来を担うこどもたち
を応援する社会貢献預金“こども未来応援定期”の取り組みを実施しております。
　本商品は、店頭金利表示より金庫所定の金利を引き下げた金利を適用し、金
利引き下げ幅分の利息相当額と当金庫拠出分を合わせ、こどもたちを支援する
団体に寄付するものです。
　佐賀県では、佐賀県児童養護施設協議会を寄付先としております。
　今年度、寄付額は300,000円（九州7県総額2,220,630円）となり、2025年
2月10日に佐賀県社会福祉会館にて、本部長の井手雅彦より佐賀県児童養護
施設協議会の西村明純会長に寄付金の贈呈を行いました。
　西村会長からは「毎年恒例の運動会の費用などに使わせていただく。継続し
て支援していただき嬉しく思う」と感謝の言葉をいただきました。
　個人でも団体でもお預け入れが可能となっておりますので、ぜひ社会貢献預金“こども未来応援定期”へのご賛同をお
願いいたします。

佐賀商業高校で金融教育セミナーを実施しました佐賀商業高校で金融教育セミナーを実施しました
　九州ろうきんでは、社会貢献活動の一環として高校や大学など学校での消費者金融教育を実施しています。
　2月6日（木）、佐賀市の佐賀商業高校において、同校OGで九州労働金庫佐賀支店の千綿職員が、卒業を控える３年生
の約２００人に生活スキルとして必要な金融リテラシーを身につけていただ
けるよう金融教育セミナーを実施しました。
　講義では、夢や目的を叶えるための家計管理やローン、クレジットカードの
基礎知識について説明を行い「住宅資金や教育資金、老後資金などのライ
フイベントに合わせて計画を立てる必要がある」と強調しました。また、2022
年4月から民法改正により成年年齢が引き下げられた他、これまで認められ
ていた未成年者取消権を行使できなくなることから、ローンやクレジットなど
軽い気持ちで契約しないよう注意喚起しました。
　今年度は、ほかにも鹿島高校・唐津商業高校・佐賀西高校においても1年
生の家庭科の授業として金融教育セミナーを実施しました。

団体献血を実施しました団体献血を実施しました
　九州ろうきんは、「人々が喜びをもって共生できる社会の実現に寄与する」と定めたろうきんの理念を実践するために、
地域社会への幅広い貢献活動を展開しています。
　今回、慢性的に輸血用血液が不足している現状から、日本赤十字血液センターが行っている団体献血に取り組みまし
た。2月5日（水）に九州労働金庫佐賀支店に献血バスを呼び、佐賀県労福協・九州労働金庫の職員17人が協力しました。
　佐賀県赤十字血液センター担当者からは、取り組みへの御礼と引続きの協力依頼がありました。当日は大雪の中での
献血となりましたが、特に寒い時期になると献血者が少なくなり血液不足になるそうです。
　今後も、献血バスや献血ルームに
出向いての団体献血の取り組みを定
期的に行っていきます。
　このほか、九州ろうきんでは「ピン
クリボン運動の支援」や「こども110
番の店としての取り組み」「児童図書
の寄贈の取り組み」等、地域に役立つ
ろうきんをめざして、さまざまな支援
活動に取り組んでいます。

九 州 ろうき ん か ら の お 知 らせ

（左）西村 明純会長　（右）井手 雅彦本部長
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こくみん共済 coop 佐賀推進本部　
第2回地区推進委員会・第2回地区推進会議　開催報告

佐賀推進本部 4124W009

　2025年2月10日（月）～2月28日（金）にかけ、2024年度第2回地区推進委員会・第2回地区推進会議（県内9地
区）を開催しました。
　ご出席いただきました皆さまに感謝申し上げるとともに、今後の推進活動への引き続きのご支援をお願い申し上
げます。
【主な議題】（１）2024年度推進活動計画ならびに下期活動補強策の進捗状況について

（２）共済ショップ佐賀店の営業時間変更ならびに推進本部代表電話番号の変更について
（３）2025年4月各種改定（マイカー共済・個人長期生命共済）について
（４）2025年4月マイカー共済制度改定にともなう損害調査サービスについて

　2025年4月終身共済・個人長期生命共済利率改定ならびにマイカー共済制度改定のご案内（抜粋）
①　終身共済・個人長期生命共済
　昨今の市場金利の上昇や情勢を踏まえ、2025年4月以降の発効・更新契約より、終身共済・個人長期生命共済
の予定利率を見直します。左下の図は各共済の変更前後の予定利率について、また右下の図は掛金例として「終
身生命共済　終身生命プラン（一時払）　死亡共済金200万円」の金額を記載しております。

②　マイカー共済
　組合員の皆さまのニーズや高齢化の進展、家族構成の多様化やライフサイクルの変化等のマイカー共済を
取り巻く社会環境の変化への対応を目的として、2025年4月以降の発効・更新契約より、補償内容の改定を行
います。変更点につきまして、以下抜粋して紹介させていただきます。

佐賀地区・神埼地区合同地区推進会議の様子

個人長期生命共済 分割払
一時払
分割払
一時払

分割払

1.00％
0.50％
0.75％
1.00％

改定後

1.00％

0.50％
0.25％
0.50％
0.35％

現　行

0.75％

終身生命共済　終身生命プラン

終身生命共済　終身医療プラン
　　　　　　　引受基準緩和型プラン

あてにげ等の事故についても補償できるようにしてほしいとの組合員
からのご要望にお応えし、エコノミーワイドおよびエコノミーの補償範
囲に「他の自動車との衝突（あてにげ）」「人・動物との衝突」「自転車等
との衝突」を追加し、補償範囲を拡大します。

お車の使用年数の長期化がみられることから、新車割引が適用できる
期間を最長３年間から最長５年間に拡大します。また、割引率の見直し
を行います。

新車割引の適用期間の拡充と割引率の見直し5車両損害補償（エコノミーワイド・エコノミー）の補償範囲の拡大 1 改善

詳細については、こくみん共済 coop 佐賀推進本部（0952-41-1332）までお問い合わせください。
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